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：

質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

※ ＤI値と景気の概況

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

23
76.5%
78.3%

回答数
72 72.7%

○ 調 査 期 間　　 ：　　平成１９年１月１９日　～　１月２４日

調査産業

ＤＩ値 ＝ １ 増加他の回答割合 － ３ 減少他の回答割合

調査対象数
99
17

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内９９事業所及び組合にヒアリング

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

72.5%40
19

回収率

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

柏 の 景 気 情 報 （ 平 成 １９ 年 １ 月 分 ）

建　　　設 13
18
29

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

12 63.2%
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◎暖冬

◎ららぽーと柏の葉・おおたかの森ＳＣ

全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
８月 ▲ 10.6 ▲ 33.3 △ 16.6 ▲ 10.7 ▲ 21.4
９月 ▲ 14.8 ▲ 26.6 △ 5.5 ▲ 14.8 ▲ 28.5

１０月 ▲ 7.1 ▲ 20.0 △ 13.3 ▲ 7.4 ▲ 15.3
１１月 ▲ 12.3 ▲ 26.6 △ 17.6 ▲ 24.1 ▲ 8.3
１２月 ▲ 14.6 ▲ 37.5 △ 16.6 ▲ 20.6 ▲ 16.6

１月 ▲ 15.2 ▲ 15.3 ▲ 22.2 ▲ 13.7 ▲ 8.3
見通し ▲ 2.7 ▲ 15.3 △ 16.6 ▲ 10.3 ±0.0

　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

【製造業】では、「昨年比で売上は伸びている」、「全体的な状況は継続的に良好に推移」、「半導体中心の
設備投資は好調で２００７年上期も持続」との明るい声の反面、「原材料費の高騰等で利益は圧迫」、「暖冬
によりカイロが若干不調」との厳しい声も寄せられた。

【サービス業】では、「今月は予約客と法事などの団体客が好調」、「宴会部門は会議・小規模展示会受注
増。宿泊部門は財務省関連が増加」との明るい声の反面、「苦戦している店が多い」と指摘する声が寄せら
れた。

「ららぽーと柏の葉開店し、柏駅前地区商業施設は厳しい状況」、「おおたかの森SC開店は影響がある」、
「ららぽーと柏の葉に続きおおたかの森ＳＣのスタッフ募集が本格化、人材不足が深刻」、「３月におおたか
の森ＳＣが開店、９００坪の書店が出店」との声が寄せられた。

「カイロが若干不調」、「コート・セーター類在庫処分が早まる。新学期用品は順調」、「見切りの冬物に動き
がある」、「灯油の販売量が減少」、「野菜は入荷増で単価安、果実は入荷減の単価高。全体的には入荷増
だが売上は減少、正月需要後で厳しい」との声が寄せられた。

【卸・小売業】では、「ららぽーと柏の葉開店し、柏駅前地区商業施設は厳しい状況」、「おおたかの森SC開
店は影響がある」、「ららぽーと柏の葉に続きおおたかの森ＳＣのスタッフ募集が本格化、人材不足が深
刻」、「３月におおたかの森ＳＣが開店、９００坪の書店が出店」等のららぽーと柏の葉・おおたかの森ＳＣ開
店に関する声が寄せられた。暖冬のため、「コート・セーター類在庫処分が早まる。新学期用品は順調」、
「見切りの冬物に動きがある」、「灯油の販売量が減少」、「野菜は入荷増で単価安、果実は入荷減の単価
高。全体的には入荷増だが売上は減少、正月需要後で厳しい」との声や、「原油高騰」、「LPガス仕入価格
は高値安定、円安も加わり再上昇の兆し。問題はあるが地道な努力が生き残る道」、「ユーロ高でヨーロッ
パ方面の材料が値上り」との原油高騰・為替変動による仕入上昇の声や、「福袋は伸びなかった」、「初売り
は周辺競合激化の影響を受け、入店客数・売上共に前年を下回り低調な推移」、「例年のことながら中旬以
降は低調に推移」、「食品横這い。衣料不振。ゲーム機（wil、DS）関連好調。住関連不調。今後同様の傾向
が続く」との厳しい声が寄せられた。一方で、「ＳＵＰＥＲ６ＤＡＹＳは期間中売上7億円となり、１００．２％と前
年をクリアした。セール終了後ＳＵＰＥＲ ＦＩＮＡＬは前年売上を確保したが、前半の落ち込みをカバーするに
は厳しい状況」、「前月は１００．８％と微増。今月も同程度で推移」との売上増加の声が寄せられた。「食
品・飲食店関係は日・祝日によって売上が左右され、成人式の日程変更は売上に大きな影響」との声も寄
せられた。

【１９年１月の調査結果のポイント】

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲15.2(前月水準▲14.6)となり、マイナス幅
が▲0.6ポイント拡大した。
業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、建設業▲15.3(同▲
37.5)、サービス業▲8.3(同▲16.6)、卸小売業▲13.7(同▲20.6)である。特に、建設業はマイナス幅が△
22.2ポイントと大幅に縮小した。プラスからマイナスに転じた業種は、製造業▲22.2(同△16.6)であり、▲
38.8ポイントと大幅に悪化した。

【建設業】では、「鉄・石材・ガソリンなど材料費が値上り」、「原材料の高騰で材料費増額はかなり厳しい」と
の仕入上昇の声や、「小額工事が多く、人員的に多忙な割には利益が少なく、完工高とのバランスが悪
い」、「民間工事が若干好転しているが価格値下がりで採算が合わない」との利益減少の声や、「緩やかな
景気拡大が続くと云われているが、好景気感は皆無で依然として激しい過当競争に陥っている」、「近隣に
リフォーム会社が多く進出し、マンション建設増加に伴い戸建住宅が減少。マンション建設は地元業者に
とっては死活問題」、「年度末の受注量は確保、年度明けの受注は好材料がない」、「３月まで工程が混ん
でおり、忙しいと外注度合いが高くなり影響大」との厳しい声が寄せられた。

○

≪　業況DＩは３ヶ月連続で悪化。製造業ＤＩは前月比▲38.8と大幅に悪化、37ヶ月振りにマイナス水準　≫
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前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 2.7 △ 2.7 ▲ 15.2 ▲ 6.9 ▲ 44.4 ▲ 36.1 △ 18.0 △ 18.0
建　　　設 ±0.0 △ 7.6 ▲ 23.0 ▲ 23.0 ▲ 69.2 ▲ 53.8 △ 7.6 △ 7.6
製　　　造 △ 16.6 △ 27.7 ▲ 5.5 △ 11.1 ▲ 50.0 ▲ 33.3 △ 11.1 △ 11.1
卸 ・小売 ▲ 3.4 ▲ 13.7 ▲ 17.2 ▲ 13.7 ▲ 37.9 ▲ 34.4 △ 13.7 △ 13.7
サービス ▲ 33.3 ±0.0 ▲ 16.6 ±0.0 ▲ 25.0 ▲ 25.0 △ 50.0 △ 50.0

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 15.2 ▲ 2.7 △ 1.3 ▲ 5.5
建　　　設 ▲ 15.3 ▲ 15.3 ±0.0 ▲ 15.3
製　　　造 ▲ 22.2 △ 16.6 △ 11.1 ±0.0
卸 ・小売 ▲ 13.7 ▲ 10.3 ±0.0 ±0.0
サービス ▲ 8.3 ±0.0 ▲ 8.3 ▲ 16.6

【ＤＩ値集計表】

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価
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平成１８年 平成１９年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( 1月～３月 )

全　産　業 ▲ 10.6 ▲ 14.8 ▲ 7.1 ▲ 12.3 ▲ 14.6 ▲ 15.2 ▲ 2.7 ( ▲ 13.3 )

建　　　 設 ▲ 33.3 ▲ 26.6 ▲ 20.0 ▲ 26.6 ▲ 37.5 ▲ 15.3 ▲ 15.3 ( ▲ 12.5 )

製　　　 造 △ 16.6 △ 5.5 △ 13.3 △ 17.6 △ 16.6 ▲ 22.2 △ 16.6 ( △ 5.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 10.7 ▲ 14.8 ▲ 7.4 ▲ 24.1 ▲ 20.6 ▲ 13.7 ▲ 10.3 ( ▲ 24.1 )

サ ー ビ ス ▲ 21.4 ▲ 28.5 ▲ 15.3 ▲ 8.3 ▲ 16.6 ▲ 8.3 ±0.0 ( ▲ 16.6 )

○

○

先行き見通し

【平成１９年１月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲2.7（前月水準▲13.3）とな
り、マイナス幅が△10.6ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通し業種は、製造業△16.6(同△5.5)であ
る。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス業±0.0(同▲16.6)、卸小売
業▲10.3(同▲24.1)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、建設業▲15.3(同▲12.5)であ
る。

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲15.2(前月水準▲14.6)となり、マイナ
ス幅が▲0.6ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、建設業▲
15.3(同▲37.5)、サービス業▲8.3(同▲16.6)、卸小売業▲13.7(同▲20.6)である。特に、建設業はマ
イナス幅が△22.2ポイントと大幅に縮小した。プラスからマイナスに転じた業種は、製造業▲22.2(同
△16.6)であり、▲38.8ポイントと大幅に悪化した。

平成１９年１月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

全 産 業

産業別 平成１９年１月の業況

１月
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0.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ＤＩ値

月別

平成１９年１月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成１９年１月の業況

１月
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平成１８年 平成１９年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 4.0 ▲ 5.4 ±0.0 ▲ 6.8 ▲ 6.6 ▲ 2.7 △ 2.7 ( ▲ 1.3 )

建　　　 設 ▲ 20.0 ▲ 20.0 ▲ 26.6 ▲ 33.3 △ 12.5 ±0.0 △ 7.6 ( ±0.0 )

製　　　 造 △ 33.3 △ 27.7 △ 46.6 △ 29.4 △ 38.8 △ 16.6 △ 27.7 ( △ 27.7 )

卸 ・ 小売 ▲ 3.5 ▲ 11.1 ▲ 11.1 ▲ 13.7 ▲ 31.0 ▲ 3.4 ▲ 13.7 ( ▲ 17.2 )

サ ー ビ ス ▲ 35.7 ▲ 21.4 ±0.0 ▲ 8.3 ▲ 41.6 ▲ 33.3 ±0.0 ( ▲ 8.3 )

○

○

【平成１９年１月の売上についての状況】

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲2.7(前月水準▲6.6)となり、マイナス
幅が△3.9ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、製造業△16.6(同
△38.8)、建設業±0.0(同△12.5)である。特に、製造業はプラス幅が▲22.2ポイントと大幅に縮小し
た。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲3.4(同▲31.0)、サービス業▲
33.3(同▲41.6)である。特に、卸小売業はマイナス幅が△27.6ポイントと大幅に縮小した。

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、△2.7（前月水準▲1.3）とな
り、プラス幅が△4.0ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通し業種は、建設業△7.6(同±0.0)である。
変らない見通しの業種は、製造業△27.7(同△27.7)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種
は、幅の大きい順に、サービス業±0.0(同▲8.3)、卸小売業▲13.7(同▲17.2)である。

　　平成１９年１月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

産業別 平成１９年１月の売上
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▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成１９年１月の売上

１月

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

△ 50.0

△ 60.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ＤＩ値

月別

平成１９年１月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成１８年 平成１９年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 18.6 ▲ 17.5 ▲ 5.7 ▲ 10.9 ▲ 8.0 ▲ 15.2 ▲ 6.9 ( ▲ 14.6 )

建　　　 設 ▲ 46.6 ▲ 46.6 ▲ 40.0 ▲ 33.3 ▲ 6.2 ▲ 23.0 ▲ 23.0 ( ▲ 31.2 )

製　　　 造 △ 16.6 △ 11.1 △ 40.0 △ 5.8 ▲ 5.5 ▲ 5.5 △ 11.1 ( △ 11.1 )

卸 ・ 小売 ▲ 17.8 ▲ 22.2 ▲ 11.1 ▲ 17.2 ▲ 13.7 ▲ 17.2 ▲ 13.7 ( ▲ 24.1 )

サ ー ビ ス ▲ 35.7 ▲ 14.2 ▲ 7.6 △ 8.3 ±0.0 ▲ 16.6 ±0.0 ( ▲ 8.3 )

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲6.9（前月水準▲14.6）とな
り、マイナス幅が△7.7ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、変らない見通しの業種は、製造業△11.1(同△11.1)である。マイナ
ス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲13.7(同▲24.1)、サービス業±
0.0(同▲8.3)、建設業▲23.0(同▲31.2)である。

○

先行き見通し

　　平成１９年１月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲15.2(前月水準▲8.0)となり、マイナ
ス幅が▲7.2ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、変らない業種は、製造業▲5.5(同▲5.5)である。マイナス幅が拡大
した業種は、幅の大きい順に、建設業▲23.0(同▲6.2)、サービス業▲16.6(同±0.0)、卸小売業▲
17.2(同▲13.7)である。

【平成１９年１月の採算についての状況】

○

全 産 業

産業別 平成１９年１月の採算

１月

5

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0

全 産 業

建 設
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ＤＩ値

産業別 平成１９年１月の採算

１月
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月別

平成１９年１月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成１８年 平成１９年
８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 45.3 ▲ 39.1 ▲ 40.0 ▲ 32.8 ▲ 40.0 ▲ 44.4 ▲ 36.1 ( ▲ 26.6 )

建　　　 設 ▲ 66.6 ▲ 40.0 ▲ 60.0 ▲ 53.3 ▲ 56.2 ▲ 69.2 ▲ 53.8 ( ▲ 31.2 )

製　　　 造 ▲ 44.4 ▲ 44.4 ▲ 53.3 ▲ 35.2 ▲ 44.4 ▲ 50.0 ▲ 33.3 ( ▲ 27.7 )

卸 ・ 小売 ▲ 42.8 ▲ 40.7 ▲ 33.3 ▲ 31.0 ▲ 34.4 ▲ 37.9 ▲ 34.4 ( ▲ 24.1 )

サ ー ビ ス ▲ 28.5 ▲ 28.5 ▲ 15.3 ▲ 8.3 ▲ 25.0 ▲ 25.0 ▲ 25.0 ( ▲ 25.0 )

　　平成１９年１月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲44.4(前月水準▲40.0)となり、マイナ
ス幅が▲4.4ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、変らない業種は、サービス業▲25.0(同▲25.0)である。マイナス幅
が拡大した業種は、幅の大きい順に、建設業▲69.2(同▲56.2)、製造業▲50.0(同▲44.4)、卸小売業
▲37.9(同▲34.4)である。

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲36.1（前月水準▲26.6）とな
り、マイナス幅が▲9.5ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、変らない見通しの業種は、サービス業▲25.0(同▲25.0)である。マ
イナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業▲53.8(同▲31.2)、卸小売業▲
34.4(同▲24.1)、製造業▲33.3(同▲27.7)である。特に、建設業はマイナス幅が▲22.6ポイントと大幅
に拡大する見通しである。

○

○

先行き見通し

【平成１９年１月の仕入単価についての状況】

全 産 業

産業別 平成１９年１月の仕入単価

１月

6

▲ 80.0 ▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

１月

▲ 80.0

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ＤＩ値

月別

平成１９年１月の仕入単価ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成１８年 平成１９年

８月 9月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 △ 20.0 △ 13.5 △ 14.2 △ 12.3 △ 13.3 △ 18.0 △ 18.0 ( △ 14.6 )

建　　　 設 △ 6.6 ▲ 6.6 △ 6.6 △ 13.3 △ 18.7 △ 7.6 △ 7.6 ( △ 18.7 )

製　　　 造 △ 27.7 △ 11.1 △ 13.3 △ 17.6 △ 16.6 △ 11.1 △ 11.1 ( △ 16.6 )

卸 ・ 小売 △ 10.7 △ 18.5 △ 7.4 ±0.0 △ 3.4 △ 13.7 △ 13.7 ( △ 3.4 )

サ ー ビ ス △ 42.8 △ 28.5 △ 38.4 △ 33.3 △ 25.0 △ 50.0 △ 50.0 ( △ 33.3 )

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、△18.0（前月水準△14.6）とな
り、プラス幅が△3.4ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通し業種は、幅の大きい順に、サービス業
△50.0(同△33.3)、卸小売業△13.7(同△3.4)である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大
きい順に、建設業△7.6(同△18.7)、製造業△11.1(同△16.6)である。

　　平成１９年１月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△18.0(前月水準△13.3)となり、プラス
幅が△4.7ポイント拡大した。
業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、サービス業△
50.0(同△25.0)、卸小売業△13.7(同△3.4)である。特に、サービス業はプラス幅が△25.0ポイントと
大幅に拡大した。プラス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、建設業△7.6(同△18.7)、製造業△
11.1(同△16.6)である。

【平成１９年１月の従業員についての状況】

○

○

先行き見通し

全 産 業

産業別 平成１９年１月の従業員

１月
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▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0 △ 40.0 △ 50.0 △ 60.0 △ 70.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

１月

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

△ 50.0

△ 60.0

△ 70.0

８月 9月 １０月 １１月 １２月 １月

ＤＩ値

月別

平成１９年１月の従業員ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成１８年 平成１９年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 9.3 ▲ 10.8 ▲ 1.4 ▲ 5.4 ▲ 6.6 △ 1.3 ▲ 5.5 ( ▲ 2.6 )

建　　　 設 ▲ 20.0 ▲ 6.6 ▲ 6.6 ▲ 13.3 ▲ 6.2 ±0.0 ▲ 15.3 ( △ 12.5 )

製　　　 造 △ 11.1 △ 5.5 △ 13.3 △ 5.8 ±0.0 △ 11.1 ±0.0 ( △ 5.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 14.2 ▲ 18.5 ±0.0 ▲ 10.3 ▲ 10.3 ±0.0 ±0.0 ( ▲ 13.7 )

サ ー ビ ス ▲ 14.2 ▲ 21.4 ▲ 15.3 ±0.0 ▲ 8.3 ▲ 8.3 ▲ 16.6 ( ▲ 8.3 )

先行き見通し

平成１９年１月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成１９年１月の資金繰りについての状況】

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△1.3(前月水準▲6.6)となり、プラス幅
が△7.9ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、製造業△11.1(同±0.0)である。マイ
ナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、卸小売業±0.0(同▲10.3)、建設業±0.0(同▲6.2)であ
る。変らない業種は、サービス業▲8.3(同▲8.3)である。

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲5.5（前月水準▲2.6）とな
り、マイナス幅が▲2.9ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が縮小する見通しの業種は、製造業±0.0(同△5.5)であ
る。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、卸小売業±0.0(同▲13.7)である。プラスからマイナスに
転じる見通しの業種は、建設業▲15.3(同△12.5)であり、▲27.8ポイントと大幅に悪化する見通しで
ある。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、サービス業▲16.6(同▲8.3)である。

○

○

全 産 業

建 設

産業別 平成１９年１月の資金繰り

１月
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▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ＤＩ値

月別

平成１９年１月の資金繰りDＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

１月
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【平成１９年１月の業種別業界内トピックス】
産業別 概　　　　　　　　　　　　況 キ ー ワ ー ド
建設 近隣にリフォーム会社が多い。マンション建設に伴い、戸建住宅が減少。

マンション建設は地場産業にとっては死活問題です。
・リフォーム会社増加
・戸建住宅減少
・マンション建設増加

小額工事が多く、人員的に多忙な割には利益が少なく、完工高とのバラン
スが悪い。

・小額工事増加
・利益減少

特に大きな変化はありません。 ・変化なし
年度末の受注量は確保しているが、年度明けの受注については好材料
がない。鉄、石材、ガソリンなど材料費が値上りしている。民間の仕事が
若干好転しているが、価格は値下がりの一途である。よって採算が合わ
ない。

・先行き不透明
・仕入上昇
・民間工事増加
・価格下落
・利益減少

３月まで行程がかなり混んでいます。段取り良く進めることがキーポイント
です。原材料が高騰のため材料費増額はかなり厳しいものがあります。
また忙しいと外注度合いが高くなり影響大です。

・仕入上昇
・受注好調

昨年の国内経済は、最長と云われた「いざなぎ景気」を超え、本年も緩や
かな景気拡大が続くと云われていますが、我々建設業界では好景気感は
皆無であり、依然として激しい過当競争にて憂慮すべき事態に陥っていま
す。固定費の減額とリストラにより会社存続を計るのでは今後の業界繁栄
は有り得ないと思います。構造的な変革が遅れている建設産業を生き返
らすには、市場の変化に対応できる柔軟性のある体質にして行かなけれ
ば明日は無いと思う。

・過当競争

製造 昨年比で売上は伸びているが、原材料費の高騰等で利益は圧迫されて
いる。

・売上増加
・仕入上昇
・利益減少

全体的な状況は継続的に良好に推移しているが、暖冬によりカイロが若
干不調。

・業況好調
・暖冬
・カイロ不調

半導体中心の設備投資はまだ好調であり、２００７年上期は持続しそう。 ・設備投資
・先行き好調

卸・小売 食品関係、飲食店関係は日、祝日によって売上が左右される事がありま
す。昨年も書いたかも知れませんが、成人式の日程を変更した事は売上
に大きな影響を与えています。

・成人の日変更の影
響

ららぽーと柏の葉の開業等競合が激化。駅前地区商業施設は厳しい状
況が続く。

・ららぽーと柏の葉
・競争激化

食品は昨比維持ペースであるが、衣住が不振（ららぽーと開店以来同じ
状況）。ただし住居はゲーム機（wil、DS）関連のおかげで住居全体を押し
上げていることにより昨比維持ペースであるが、ゲーム機以外は不振の
状況。おおたかの森SC開店ももちろん影響予想されますが、今後上記の
傾向が続くものと思われます。

・ららぽーと柏の葉
・食品横這い
・衣住不調
・ゲーム機好調
・おおたかの森ＳＣ

先月に野菜の入荷減で年末一時単価高があったものの、暖冬による入荷
増となって単価安の動き、果実では入荷減の単価高が続いています。全
体的には入荷は増加しているが、売上は減少し、正月休暇の消費に伴っ
て、今後の伸展は厳しい。次月以降回復基調が予想されます。また、量
販店の動きにも情報をキャッチして対応を図りたい。

・暖冬
・野菜入荷増単価安
・果実入荷減単価高
・売上減少

前月最終的には１００．８％と微増ではあるが、前年より売上は良かった。
今月も同程度で推移している。

・売上増加

ユーロの値上りでヨーロッパ方面の材料が値上がり。 ・ユーロ高の影響
年末から新年の寒さに期待したが暖冬のためコート・セーター類不調在庫
処分が早まる。新学期用品は順調。おおたかの森ショッピングセンターの
スタッフ募集が本格化、柏の葉キャンパスに続き人材不足が深刻です。

・暖冬
・冬物衣料不調
・新学期需要
・おおたかの森ＳＣ
・人手不足

暖冬のため灯油の販売量が減少。厳冬期待。 ・暖冬
・灯油売上減少

原油高騰のため。 ・原油高騰
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【平成１９年１月の業種別業界内トピックス】
２年位想像を絶する展開をしてきた。LPガス仕入れ価格も高値だが安定
してきていた。が、円安も加わり再上昇の兆しである。切り替え・価格設定
など問題はたたあるが、地道な努力が生き残る道と思う。それにはどうあ
るべきか考えている。

・ＬＰガス
・円安の影響

TXおおたの森駅前出店のステモ開店が３月。書店が９００坪の面積で出
店予定とのこと。どんな変化が出るのか？

・おおたかの森ＳＣ
・書店出店

見切りに入った冬物に動きがあるが、前年よく売れた福袋は伸びなかっ
た。例年のことながら中旬以降は低調に推移している。

・冬物好調
・福袋不調
・売上低調

毎年盛況である初売りは周辺競合激化の影響を受け、入店客数・売上共
に前年を下回る結果となった。その後はセール前の買い控えなどもあり低
調な推移となった。１０日（水）～１５日（月）の６日間開催したＳＵＰＥＲ６Ｄ
ＡＹＳでは、期間中売上7億円という結果となり、昨年期間中の呉服催事売
上を除く昨対では100.2％と前年をクリアした。セール終了後ＳＵＰＥＲ ＦＩＮ
ＡＬを開催し、前年並みの売上を確保しているが、前半の落ち込みをカ
バーするには厳しい状況である。月末に掛けて数店舗退店予定もあり、
厳しい状況は続くと思われる。

・競争激化
・初売り不調
・客数減少
・売上減少
・セール好調

サービス 業況としては苦戦している店が多いようだ。今月は予約客と法事などの団
体客が好調。

・団体客増加

宴会の部門は、会議・小規模展示会受注増。宿泊は財務省関連が増加。 ・会議、展示会増加
・宿泊増加
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【平成１９年１月の多い景気キーワード】

・ 暖冬によりカイロが若干不調。 （製造業）
・ 暖冬による入荷増となって単価安の動き、果実では入荷減の単価高が続い

ています。
（卸小売業）

・ 年末から新年の寒さに期待したが暖冬のためコート・セーター類不調在庫処
分が早まる。

（卸小売業）

・ 暖冬のため灯油の販売量が減少。厳冬期待。 （卸小売業）

・ ららぽーと柏の葉の開業等競合が激化。駅前地区商業施設は厳しい状況が
続く。

（卸小売業）

・ 食品は昨比維持ペースであるが、衣住が不振（ららぽーと開店以来同じ状
況）。おおたかの森SC開店ももちろん影響予想されますが、今後上記の傾
向が続くものと思われます。

（卸小売業）

・ おおたかの森ショッピングセンターのスタッフ募集が本格化、柏の葉キャンパ
スに続き人材不足が深刻です。

（卸小売業）

・ TXおおたの森駅前出店のステモ開店が３月。書店が９００坪の面積で出店
予定とのこと。どんな変化が出るのか？

（卸小売業）

◎暖冬

◎ららぽーと柏の葉・おおたかの森ＳＣ
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　【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が△1.3に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲19.6で、プ
ラス幅が20.9ポイント大きい。「柏の景気」の方が全ての業種で10ポイント
以上良い。

【採算ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲15.2に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲26.3で、
マイナス幅が11.1ポイント小さい。「柏の景気」の方が全ての業種で良くなっ
ており、10ポイント以上良い業種は、建設業・製造業。

　【仕入単価ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲44.4に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲21.8で、
マイナス幅が22.6ポイント大きい。「柏の景気」の方が全ての業種で10ポイ
ント以上悪い。

平成１９年１月のＣＣＩ‐ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲15.2に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲28.0で、
マイナス幅が12.8ポイント小さい。「柏の景気」の方が10ポイント以上良い
業種は、建設業・卸小売業・サービス業。「柏の景気」の方が悪い業種は、
製造業。

【売上ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲2.7に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲21.5で、マ
イナス幅が18.8ポイント小さい。「柏の景気」の方が10ポイント以上良い業
種は、建設業・製造業・卸小売業。「柏の景気」の方が10ポイント以上悪い
業種は、サービス業。

　【従業員ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が△18.0に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲0.2で、プ
ラス幅が18.2ポイント大きい。「柏の景気」の方が全ての業種で良くなってお
り、10ポイント以上良い業種は、建設業・製造業・サービス業。
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特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 15.2 ▲ 15.3 ▲ 22.2 ▲ 13.7 ▲ 8.3

▲ 28.0 ▲ 40.4 ▲ 18.1 ▲ 28.7 ▲ 28.1

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 2.7 ±0.0 △ 16.6 ▲ 3.4 ▲ 33.3

▲ 21.5 ▲ 29.7 ▲ 8.9 ▲ 26.6 ▲ 20.0

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 15.2 ▲ 23.0 ▲ 5.5 ▲ 17.2 ▲ 16.6

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

平成１９年１月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気

▲ 26.3 ▲ 41.4 ▲ 20.4 ▲ 24.1 ▲ 23.6

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 44.4 ▲ 69.2 ▲ 50.0 ▲ 37.9 ▲ 25.0

▲ 21.8 ▲ 34.1 ▲ 40.0 ▲ 7.5 ▲ 15.0

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

△ 18.0 △ 7.6 △ 11.1 △ 13.7 △ 50.0

▲ 0.2 ▲ 14.7 ±0.0 △ 6.0 △ 3.4

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

△ 1.3 ±0.0 △ 11.1 ±0.0 ▲ 8.3

▲ 19.6 ▲ 30.5 ▲ 14.0 ▲ 19.6 ▲ 18.4

　 は「柏の景気」の方が、10ポイント以上良い項目

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上悪い項目

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―
LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気



  

 調査期間：平成１９年１月１９日～２５日 
 
調査対象：全国の407商工会議所が2589業種

     組合等にヒアリング調査を実施。 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（１月速報）

全 

国 

の 

業 

況 

仕
入
単
価
Ｄ
Ｉ
は
改
善
す
る

も
業
況
Ｄ
Ｉ
は
二
カ
月
連
続
悪

化
、
▲
二･

八
ポ
イ
ン
ト 

 

一
月
の
景
況
を
み
る
と
、全
産
業

合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
月
比
ベ

ー
ス
、
以
下
同
じ
）
は
、
前
月
水
準

（
▲
二
五･

二
）
よ
り
マ
イ
ナ
ス
幅

が
二･
八
ポ
イ
ン
ト
拡
大
し
て
▲
二

八･

〇
と
な
り
、
二
カ
月
連
続
で
マ

イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し
た
。 

 

【
建
設
業
】
で
は
、「
市
町
村
合
併

や
北
関
東
自
動
車
道
関
連
の
工
事

が
増
加
し
て
お
り
、一
時
的
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、業
況
は
好
転
し

て
い
る
」（
土
木
工
事
）
と
の
声
が

あ
る
一
方
、「
他
の
産
業
で
は
景
気

回
復
と
の
声
が
聞
か
れ
る
が
、公
共

工
事
削
減
の
影
響
を
受
け
て
い
る

建
設
業
は
一
向
に
良
い
と
は
感
じ

ら
れ
な
い
」（
建
築
工
事
）、「
依
然

と
し
て
続
く
公
共
事
業
や
民
間
工

事
の
減
少
に
よ
り
、中
小
零
細
規
模

の
下
請
業
者
に
お
け
る
先
行
き
の

見
通
し
は
明
る
く
な
い
」（
一
般
工

事
）
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

【
製
造
業
】
で
は
、「
中
国
や
イ
ン

ド
、パ
キ
ス
タ
ン
向
け
の
輸
出
増
加

に
よ
り
受
注
が
増
加
傾
向
に
あ
る

と
と
も
に
、円
安
で
採
算
も
好
転
し

て
い
る
」（
繊
維
機
械
製
造
）
と
の

声
が
あ
る
一
方
、「
不
二
家
の
期
限

切
れ
原
料
使
用
問
題
の
影
響
が
広

が
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
」（
パ

ン
・
菓
子
製
造
）
と
の
コ
メ
ン
ト
の

ほ
か
、「
仕
入
コ
ス
ト
上
昇
に
よ

り
、売
上
が
伸
び
て
も
採
算
が
好
転

し
な
い
と
と
も
に
、今
後
の
金
利
動

向
が
懸
念
材
料
と
な
っ
て
い
る
」

（
金
属
加
工
機
械
製
造
）
と
、
仕
入

コ
ス
ト
上
昇
に
よ
る
影
響
と
貸
出

金
利
引
き
上
げ
へ
の
懸
念
を
訴
え

る
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

【
卸
売
業
】
で
は
、「
前
年
同
月
は

豪
雪
に
よ
り
来
店
者
数
が
少
な
か

っ
た
が
、今
年
は
暖
冬
で
降
雪
量
が

少
な
く
自
動
車
が
動
き
や
す
い
た

め
か
来
店
者
数
が
増
加
し
た
」（
衣

服
・
日
用
品
卸
売
）
と
の
声
が
あ
る

一
方
、「
年
初
は
人
出
も
多
く
売
上

が
伸
び
た
が
、仕
事
始
め
が
過
ぎ
た

頃
か
ら
低
迷
し
た
昨
年
同
時
期
と

同
じ
状
態
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
」

（
農
畜
産
水
産
物
卸
売
）と
の
コ
メ

ン
ト
の
ほ
か
、「
顧
客
で
あ
る
酒
販

店
が
相
次
い
で
廃
業
し
て
お
り
、そ

の
影
響
で
業
況
が
悪
化
し
た
と
感

じ
て
い
る
」（
食
料
・
飲
料
卸
売
）

と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

【
小
売
業
】
で
は
、「
今
年
は
雪
が

少
な
い
た
め
に
来
店
者
数
が
増
加

し
て
お
り
、冬
物
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

セ
ー
ル
の
売
上
も
好
調
」（
百
貨

店
）
と
の
声
が
あ
る
一
方
で
、「
初

売
り
は
好
調
で
あ
っ
た
が
、四
日
以

降
の
売
上
は
前
年
同
月
を
下
回
っ

て
お
り
、特
に
衣
料
品
は
前
年
同
月

比
三
％
減
を
見
込
ん
で
い
る
」（
百

貨
店
）、「
暖
冬
の
影
響
で
冬
物
衣

類
や
暖
房
設
備
の
売
上
が
少
な
く

新
年
度
向
け
の
学
校
用
品
も
地
元

で
購
入
す
る
消
費
者
は
少
な
い
と

予
想
」（
商
店
街
）
と
、
暖
冬
に
よ

る
冬
物
商
品
の
売
上
低
迷
と
先
行

き
不
安
を
訴
え
る
声
も
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。 

【
サ
ー
ビ
ス
業
】
で
は
、「
例
年
、

一
月
は
あ
ま
り
良
く
な
い
月
だ
が
、

今
年
は
暖
冬
と
晴
天
に
よ
り
来
店

者
数
が
予
想
を
上
回
っ
た
」（
喫
茶

店
）、「
原
油
価
格
下
落
の
影
響
で

軽
油
価
格
も
値
下
げ
傾
向
に
入
り

つ
つ
あ
る
」（
運
送
業
）
と
の
声
が

あ
る
一
方
で
、「
暖
冬
に
よ
り
ス
キ

ー
客
の
宿
泊
が
激
減
し
て
い
る
」

（
旅
館
）と
の
コ
メ
ン
ト
も
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、「
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
の
発
生

な
ど
、飲
食
店
に
と
っ
て
は
打
撃
と

な
る
出
来
事
が
相
次
い
で
起
こ
っ

て
お
り
、不
安
な
状
況
が
続
い
て
い

る
」（
食
堂
・
レ
ス
ト
ラ
ン
）
と
、

食
中
毒
等
の
流
行
に
よ
る
影
響
を

訴
え
る
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

 

一
月
の
キ
ー
ワ
ー
ド 

○ 

回
復
へ
の
動
き 

 

各
業
種
か
ら
、
業
況
好
調
、
売
上

増
加
、消
費
回
復
、来
店
者
数
増
加
、

先
行
き
期
待
と
い
う
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。「
昨
年
は
豪
雪
の
た
め

に
本
業
の
管
工
事
を
中
断
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
売
上
が
な
か
っ
た

が
、今
年
は
暖
冬
で
雪
が
な
く
作
業

が
順
調
に
進
み
売
上
が
伸
び
て
い

る
」（
管
工
事
）、「
依
然
と
し
て
高

水
準
で
安
定
し
た
操
業
が
続
い
て

お
り
、心
配
し
て
い
た
豪
雪
に
よ
る

物
流
網
へ
の
影
響
も
な
く
、一
層
安

定
感
を
増
し
て
い
る
」（
金
属
加
工

機
械
製
造
）と
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
年
初
を
筆

頭
に
今
月
は
売
上
・
来
店
者
数
と
も

に
好
調
に
推
移
し
て
い
る
」（
百
貨

店
）、「
今
後
、冬
物
や
防
寒
着
の
バ

ー
ゲ
ン
で
売
上
は
増
加
す
る
の
で

は
な
い
か
」（
商
店
街
）
と
の
声
の

ほ
か
、「
年
が
明
け
て
か
ら
来
店
者

数
が
増
え
て
お
り
、顧
客
の
来
店
頻

度
が
高
く
な
っ
て
い
る
感
が
あ
る
」

（
理
容
）と
の
コ
メ
ン
ト
も
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。 

○ 

悪
化
へ
の
懸
念 

 

公
共
工
事
や
来
店
者
数
の
減
少
、

消
費
の
低
迷
な
ど
業
況
低
迷
、仕
入

コ
ス
ト
の
増
加
に
よ
る
採
算
悪
化
、

廃
業
発
生
の
可
能
性
の
高
ま
り
を

訴
え
る
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。建

設
、
製
造
か
ら
は
「
公
共
工
事
の
減

少
と
競
争
激
化
、仕
入
コ
ス
ト
上
昇

に
よ
り
、建
設
業
界
は
大
変
厳
し
い

環
境
に
置
か
れ
て
お
り
、
今
後
、
中

小
企
業
を
中
心
に
廃
業
が
発
生
す

る
可
能
性
が
高
い
」（
一
般
工
事
）、

「
売
上
に
つ
い
て
、数
は
確
保
で
き

て
い
て
も
コ
ス
ト
の
増
加
が
続
き

採
算
が
低
迷
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

業
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
」（
織

物
製
造
）と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
卸
売
、
小
売
、
サ
ー
ビ

ス
か
ら
は
、「
売
上
高
は
前
年
同
月

比
で
僅
か
に
増
加
し
た
が
、先
行
き

は
楽
観
で
き
な
い
」（
食
料
・
飲
料

卸
売
）、「
各
店
が
新
年
大
売
出
し

を
実
施
す
る
も
、来
店
者
数
は
少
な

く
売
上
も
伸
び
な
か
っ
た
」（
商
店

街
）、「
現
在
の
業
況
は
最
悪
だ
っ

た
昨
年
か
ら
改
善
し
て
お
ら
ず
、廃

業
す
る
同
業
者
も
多
い
」（
す
し

店
）と
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。 

○ 

暖
冬
の
影
響
・
効
果 

 

暖
冬
の
影
響
に
よ
る
業
況
低
迷

を
訴
え
る
声
が
あ
る
一
方
、来
店
者

数
増
加
、経
費
削
減
な
ど
暖
冬
の
効

果
を
挙
げ
る
声
も
聞
か
れ
て
い
る
。

建
設
、
製
造
、
卸
売
か
ら
は
、「
公

共
事
業
が
減
少
す
る
中
で
除
雪
作

業
は
数
少
な
い
仕
事
だ
が
、
今
年
は
降

雪
が
少
な
い
た
め
に
除
雪
作
業
す
ら
も

な
い
」（
一
般
工
事
）、「
暖
冬
の
影
響

に
よ
る
受
注
減
少
の
影
響
は
大
き
く
、

春
夏
物
の
受
注
が
増
加
す
る
時
期
が
待

ち
遠
し
い
」（
織
物
外
衣
製
造
）、「
暖

冬
と
降
雪
量
の
減
少
で
衣
料
や
靴
な
ど

の
冬
物
商
品
の
動
き
が
低
調
」（
各
種

商
品
卸
売
）
と
の
声
や
、
引
き
続
き
暖

冬
の
影
響
で
冬
物
商
品
の
売
上
が
鈍
い

と
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
小

売
か
ら
は
、「
暖
冬
に
よ
り
除
雪
費
用

や
暖
房
用
の
重
油
等
の
仕
入
コ
ス
ト
が

減
少
し
て
い
る
」（
百
貨
店
）と
の
声
も

聞
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
か

ら
は
、「
暖
冬
で
雪
が
少
な
い
た
め
、人

の
動
き
が
活
発
に
な
る
の
で
は
と
期
待

し
て
い
る
」（
食
堂
・
レ
ス
ト
ラ
ン
）
と

の
コ
メ
ン
ト
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

全国・産業別業況ＤＩの推移 
 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 

８月 ▲22.9 ▲34.8 ▲12.8 ▲30.5 ▲19.7 ▲26.7
９月 ▲27.0 ▲43.1 ▲14.3 ▲32.9 ▲22.0 ▲33.3

１０月 ▲25.2 ▲38.1 ▲13.4 ▲34.4 ▲23.1 ▲28.1
１１月 ▲24.5 ▲39.6 ▲11.3 ▲36.6 ▲22.8 ▲25.7
１２月 ▲25.2 ▲34.4 ▲15.2 ▲31.3 ▲25.6 ▲27.0
１月 ▲28.0 ▲40.4 ▲18.1 ▲31.9 ▲28.7 ▲28.1

見通し ▲23.9 ▲38.3 ▲17.0 ▲25.2 ▲21.6 ▲24.2
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 


